
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、

若
杉
祭
2
日
目
の
11
月
6
日

（
土
）
に
、
日
本
工
業
大
学
と
工

友
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
る
。

卒
業
後
30
年
、
20
年
、
10
年
の

皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く

本
企
画
も
、
今
年
で
5
回
目
。

対
象
と
な
る
卒
業
生
は
、
5
期
、

15
期
、
25
期
、
並
び
に
シ
ス
テ

ム
工
学
科
の
7
期
、
17
期
の
皆

さ
ん
で
あ
る
。

当
日
は
、
10
時
30
分
よ
り
本

館
1
階
ロ
ビ
ー
で
受
付
、
11
時

か
ら
12
時
30
分
ま
で
学
内
見
学

ツ
ア
ー
、
15
時
か
ら
は
、
情
報

工
学
科
棟
5
階
で
懇
親
パ
ー
テ

ィ
を
行
う
。
好
評
の
抽
選
会
に

は
、
盛
り
沢
山
の
景
品
を
用
意

し
た
。
是
非
と
も
皆
さ
ま
で
声

を
掛
け
合
っ
て
、
我
が
日
本
工

業
大
学
で
記
憶
に
残
る
一
日
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委

員
会
幹
事
・
上
野
貴
博
）

今
回
の
大
学
祭
は
、
『
H
U
G

t
h
e
t
a
s
t
e
』
と
い
う

テ
ー
マ
の
元
、
準
備
を
進
め
て

き
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を
翻・

訳・

す

る
と
、
「
お
い
し
い
と
こ
ろ
を
手

に
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
と
、

「
H
a
v
e
」
「
U
s
e
」
「
G
i

v
e
」
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
頭
文

字
を
取
っ
て
、
「
私
た
ち
が
今
ま

で
に

”
身
に
つ
け
た

“
経
験

（
味
）
を

”
生
か
し

“
、
見
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
に
感
動

を

”
与
え

“
ら
れ
る
大
学
祭
に

し
よ
う
」
と
い
う
、
二
つ
の
意

味
に
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
一
つ
の
テ
ー
マ
で
、
開
催

者
側
と
来
場
者
側
、
そ
れ
ぞ
れ

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

出
来
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
。
全
日
程
に
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
で
、
ご
来
場
の
方
々
に
は
、

私
達
が
全
力
を
尽
く
し
て
完
成

さ
せ
た
若
杉
祭
を
、
存
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
1
日
目
は
『
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
レ
ー
ド
』
で
始
ま
り
、

2
部
構
成
企
画
『
E
〜
F
O
O

D

D
O
？
（
1
部
）
』
や
、
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
N
A
P

S
A
X
に
よ
る
『
学
祭
ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
イ
ブ
』
、
中
央
執
行
委
員

会
企
画
の
『
お
笑
い
ラ
イ
ブ
2

0
0
4
』
が
あ
る
。
夜
に
は

『
初
夜
祭
』
が
行
わ
れ
、
大
学
祭

実
行
委
員
会
に
よ
る
『
宝
塚
パ

ー
テ
ィ
ー
』
も
開
か
れ
る
。

2
日
目
は
『
演
武
会
』
や
、

人
気
の
『
工
業
戦
隊
N
I
T
マ

ン
〜
食
欲
帝
国
よ
永
遠
に
〜
』

『
美
少
女
！
？
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ニ
モ
』
『
S
o
u
l
O
f
D
a

n
c
e
』
『
E
〜
F
O
O
D

D

O
？
（
2
部
）
』
『
音
団
コ
ン
サ

ー
ト
』
と
続
く
。

最
終
の
3
日
目
は
『
吹
奏
楽

団
コ
ン
サ
ー
ト
』
で
幕
を
開
け
、

『
第
36
回

能
力
選
手
権
』
『
人
間

砲
台
』
『
美
男
子
コ
ン
テ
ス
ト
』

と
続
き
、
い
よ
い
よ
若
杉
祭
の

目
玉
で
あ
る
『
秋
の
か
ら
っ
風

こ
ん
さ
ぁ
と
』
。
今
年
は
G
O
！

G
O
！
7
1
8
8
を
招
き
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
『
後
夜
祭
』
で
は
、
豪

華
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
、

感
動
の
花
火
大
会
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

3
日
間
す
べ
て
、
朝
か
ら
晩

ま
で
企
画
が
目
白
押
し
！
今
年

度
も
、
昨
年
に
引
続
き
模
擬
店
、

展
示
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
団
体

が
増
え
た
。
ぜ
ひ
、
友
人
、
知

人
、
家
族
の
皆
さ
ん
を
誘
っ
て

遊
び
に
き
て
頂
き
た
い
。

大
学
祭
実
行
委
員
会
一
同
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
長
・

森
田
直
樹
）

他
の
日
本
語
学
校
な
ど
を
修
了

し
て
1
年
生
と
な
る
留
学
生
が

17
名
、
本
学
付
属
高
校
を
卒
業

し
、
カ
ナ
ダ
の
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
日

本
の
短
期
大
学
に
相
当
）
を
経

去
る
10
月
1
日
、
平
成
16
年

度
秋
季
入
学
式
が
情
報
工
学
科

棟
5
階
の
会
議
室
で
挙
行
さ
れ

た
。
今
回
新
た
に
学
生
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
21
名
。

内
訳
は
本
学
の
留
学
生
別
科
や

て
本
学
に
編
入
す
る
学
生
が
3

名
、
留
学
生
別
科
を
経
て
編
入

す
る
学
生
が
1
名
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
留
学
生

別
科
22
名
の
入
学
式
も
同
時
に

執
り
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
新

入
生
は
、
全
員
が
留
学
生
、
あ

る
い
は
留
学
経
験
の
あ
る
日
本

人
学
生
で
あ
る
た
め
、
柳
澤
学

長
の
式
辞
も
「
異
文
化
の
接
触

と
い
う
体
験
を
活
か
し
て
、
自

分
で
考
え
自
分
で
判
断
す
る
人

間
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

9
月
20
日
に
は
秋
季
学
位
記
授

与
式
（
卒
業
式
）
と
留
学
生
別

科
修
了
式
も
行
な
わ
れ
た
。
こ

の
日
、
大
学
お
よ
び
大
学
院
を

卒
業
（
修
了
）
し
た
の
は
、
工

学
部
40
名
、
大
学
院
博
士
前
期

課
程
3
名
、
大
学
院
博
士
後
期

課
程
1
名
。
特
に
大
学
院
博
士

後
期
課
程
修
了
の
田
中
実
（
本

学
建
築
学
科
助
手
）
氏
に
は
、

博
士
の
学
位
も
与
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
の
式
も
入
学
式
同

様
、
柳
澤
学
長
の
持
論
で
あ
る

「
誠
実
な
人
間
・
誠
実
な
技
術
者

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
告

辞
に
始
ま
り
、
学
園
理
事
長
・

後
援
会
長
・
工
友
会
長
の
祝
辞
、

後
援
会
長
か
ら
の
記
念
品
の
贈

呈
、
校
歌
斉
唱
な
ど
、
全
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
滞
り
な
く
行
な
わ
れ
た
。

本
学
で
は
、
学
園
創
立
百

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、

専
門
職
大
学
院
の
平
成
17
年

4
月
開
設
を
目
指
し
て
い
る

（
文
科
省
認
可
申
請
中
）
。
設

置
す
る
の
は
、
技
術
経
営
研

究
科
で
、
中
小
企
業
技
術
経

営
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
技
術
起
業
戦
略
の

3
コ
ー
ス
。
修
了
要
件
単
位

数
は
34
単
位
以
上
で
、
平
日

夜
間
と
土
曜
日
に
受
講
し
、

1
年
間
で
修
了
で
き
る
シ
ス

テ
ム
。
学
費
は
入
学
金
30
万

円
、
授
業
料
1
4
0
万
円
で
、

70
万
円
を
貸
与
す
る
奨
学
金

制
度
も
あ
る
。
9
月
25
日
（
土
）

に
は
、
建
設
中
の
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
近
い
神
保
町
・
岩

波
書
店
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
、

第
1
回
説
明
会
を
実
施
し
た
。

内
容
は
、
専
門
職
大
学
院
設

置
の
趣
旨
、
3
コ
ー
ス
の
説

明
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
履
修

モ
デ
ル
、
主
な
講
師
陣
等
の

紹
介
、
専
門
職
大
学
院
開
設

準
備
室
長
で
も
あ
る
村
川
正

夫
教
授
に
よ
る
ミ
ニ
模
擬
授
業

「
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
企
業
化
戦
略
」
、
質
疑
応

答
な
ど
。

な
お
、
次
回
は
、
設
置
申

請
記
念
行
事
と
し
て
、
講
演

会
と
説
明
会
を
、
12
月
11
日

（
土
）
如
水
会
館
（
地
下
鉄
神

保
町
ま
た
は
竹
橋
下
車
）
で
開

催
予
定
。
詳
細
お
よ
び
今
後

の
新
し
い
動
き
は
適
宜
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
上
で
ご
案
内
す
る

の
で
、
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

http://www.nit.ac.jp

1 3 0第 号

通
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第36回「若杉祭」
11月5～7日に開催！

信 編集・発行
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〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

1（0480）34－4111（代）

平成16年（2004年）11月1日発行

楽しい企画が目白押し　　　若杉祭第36回

恒
例
の
大
学
祭
の
季
節
を
迎
え
た
。
毎
年
続
く
若
杉
祭
も
今
年
で
36
回
を

数
え
、
11
月
5
日
（
金
）
か
ら
7
日
（
日
）
ま
で
開
催
。
会
期
中
に
は
、
6

日
（
土
）
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
7
日
（
日
）
に
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
業
技
術
博
物
館
の
特
別
展
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
作
品
展
な
ど
、
学
園
は
「
祭
」
一
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
る
。

昨年の若杉祭より：左上・学活企画「肺胞爆弾！！」、右上・文団企画「N.I.T.マン～食欲帝国の野望～」、左下、自主サークル「国際文化交流会」、中央・
学祭企画「劇的びゅーてぃーびぃふぉーあふたー」、右下・生涯学習センター作品展示　他

卒
業
後
30
年
、
20
年
、
10
年
の
皆
様

11
／
6

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
ど
う
ぞ

平成16年度秋季

学位記授与式・入学式

柳澤学長より学位記を受け取る代表者

入学式で祝辞を述べる大川理事長

専
門
職
大
学
院
の
説
明
会
開
催

参
加
者
か
ら
熱
心
な
質
疑
応
答

文
部
科
学
省
認
可
申
請
中

平成16年度　第14回　特別展

くらしの中の自動認識
生活に不可欠となったバ－コ－ド・ICタグの
歴史としくみについて明らかにします。

古代からの認識手法、手動式ラベル印刷・
貼付器の歴史、バ－コ－ド（1次元・2次元）
の歴史と最新技術、ICタグを利用した最新
認識・情報配信技術など
◆開催期間 平成16年11月5日(金) ～

11月20日(土)
◆場　　所 工業技術博物館2階
◆入　　場 無料

自動認識技術のしくみと用途
講師 : 社団法人日本自動認識システム協会

小　池　　勉　氏
◆日時 / 11月18日(木) 13:20～15:00
◆場所 / 学友会館　ホ－ル　

主催　日本工業大学工業技術博物館
Tel : 0480-33-7545  (博物館直通)
E-mail: museum@nit.ac.jp

講 演 会

展示内容

日本工業大学　平成17年度入試日程
日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科
＊システム工学科は、定員150名から200名へ50名増加の予定（現在、文部科学省に認可申請中）

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　　　　　　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園代4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 TEL：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507(直通)

■平成17年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切
2月12日 ・数学!、@、数学A（「数と式」のみ）

一般入試 1月7日～2月5日 2月13日 ・物理!B 2月21日 2月28日
2月14日 ・英語!、@、リーディング

※上記のうちから任意の2科目を選択

社会人入試 1月7日～1月19日 2月14日 小論文及び面接 2月21日 2月28日

帰国子女入試 1月7日～2月5日 2月12日 書類審査及び面接 2月21日 2月28日
AO入試(第2期) 11月26日～12月6日 12月11日 面談、課題への取り組み 12月18日 12月27日

12月12日 1月17日

AO入試(第3期) 2月21日～2月26日 3月5日 面談、課題への取り組み 3月11日 3月18日

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月22日 2月28日 書類選考・面接 3月5日 3月11日
(受験日自由選択制)

(受験日はいずれかを大学が指定)

書類審査による第1次試験の合格者のみ受験可能。第1次試験の合格発表は1月22日

社会人大学院生　募集！(日本工業大学　社会人特別選抜）



全
国
の
建
築
を
学
ぶ
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
今
年
度
も
日
本
工
業
大
学
建

築
設
計
競
技
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
は
建
築
家
の
奥
山
信
一
氏
（
東
京
工
業
大

学
助
教
授
）
を
審
査
委
員
長
に
迎
え
、「
町
中
に
建
つ
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
」
を
課

題
に
開
催
さ
れ
た
。
応
募
は
3
1
3
点
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
11
月
5
日
（
金
）

か
ら
7
日
（
日
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間
中
に
建
築
棟
1
階
ホ
ー
ル
で
展
示

さ
れ
、
最
終
日
に
学
友
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

受
賞
の
言
葉

建
築
と
は
知
識
の
重
な
り
合
い

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校
　
建
築
科
　

早
川
　
智
章

日
本
工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
入
選
者

一
　
等
　
　
三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

早
川
　
智
章

二
　
等
　
　
青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校

坂
本
　
司

二
　
等
　
　
堺
市
立
工
業
高
等
学
校

西
川
　
亮

二
　
等
　
　
群
馬
県
立
桐
生
工
業
高
等
学
校

星
野
　
奈
名
美

●
審
査
員
賞

堺
市
立
工
業
高
等
学
校

○
佐
藤
　
良

寺
下
　
佳
宏

兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校
（
定
時
制
）
谷
口
　
光
展

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

豊
島
　
一
平

（
○
印
は
共
同
作
品
の
代
表
者
で
す
）

●
佳
　
作

滋
賀
県
立
八
幡
工
業
高
等
学
校

飯
田
　
雄
一
郎

兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校

植
村
　
卓
也

群
馬
県
立
桐
生
工
業
高
等
学
校

加
藤
　
貴
志

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

川
村
　
祥
介

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

中
山
　
真
吾

北
海
道
釧
路
工
業
高
等
学
校

西
村
　
清
志

愛
知
県
立
半
田
工
業
高
等
学
校

山
下
　
卓
也

●
奨
励
賞東

京
工
業
大
学
工
学
部
附
属
工
業
高
等
学
校

猪
又
　
嵩
史

大
分
県
立
大
分
工
業
高
等
学
校

甲
斐
　
の
ど
か

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

壁
下
　
綾
乃

兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校
（
定
時
制
）
川
末
　
義
昭

安
田
学
園
高
等
学
校

後
藤
　
雄
哉

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

笹
下
　
倫
加

愛
知
県
立
半
田
工
業
高
等
学
校

竹
内
　
一
輝

兵
庫
県
立
龍
野
実
業
高
等
学
校

竹
内
　
勝
彦

滋
賀
県
立
彦
根
工
業
高
等
学
校

中
西
　
智
也

兵
庫
県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校

山
中
　
喜
雄

●
奨
励
学
校
賞

埼
玉
県
立
春
日
部
工
業
高
等
学
校

東
京
都
立
田
無
工
業
高
等
学
校

安
田
学
園
高
等
学
校

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

大
阪
市
立
都
島
工
業
高
等
学
校

愛
媛
県
立
東
予
高
等
学
校

住
宅
を
設
計
す
る
時
の
姿
勢

と
し
て
、
大
き
く
二
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
住
宅
を
建
築
の
最
も

根
源
的
な
姿
を
示
す
も
の
と
捉

え
、
人
が
住
ま
う
空
間
の
遠
方

に
建
築
一
般
へ
の
回
路
を
見
据

え
る
姿
勢
で
あ
る
（
〈
空
間
性
〉

の
追
求
）
。
も
う
一
つ
は
、
住
宅

を
私
た
ち
の
日
常
生
活
と
最
も

密
接
に
関
わ
る
空
間
と
捉
え
、

そ
う
し
た
生
活
の
空
間
化
へ
の

道
筋
を
辿
る
彼
方
に
私
た
ち
人

間
の
精
神
の
解
放
を
見
い
だ
す

姿
勢
で
あ
る
（
〈
人
間
性
〉
の
追

求
）
。
今
回
の
課
題
「
町
中
に
建

つ
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
」
は
、
一

見
す
る
と
今
述
べ
た
後
者
、
〈
人

間
性
〉
の
追
求
に
焦
点
を
当
て

た
テ
ー
マ
に
見
え
た
か
も
し
れ

な
い
。
事
実
、
応
募
案
の
大
勢

は
、
現
実
の
都
市
に
お
け
る
非

日
常
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
掘
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い

た
。
想
像
力
豊
か
な
構
想
が
数

多
く
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
コ

ン
ペ
の
最
終
的
な
勝
敗
を
決
定

し
た
の
は
、
〈
人
間
性
〉
追
求
の

更
な
る
前
方
で
、
そ
れ
を
い
か

に
豊
か
な
空
間
と
し
て
表
現
す

る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

1
等
の
早
川
案
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
出
題
者
の
予
想
範
囲
を
大

き
く
超
え
た
。
祖
父
か
ら
授
か

っ
た
「
お
も
ち
ゃ
」
の
収
蔵
小

屋
を
つ
く
り
、
地
域
に
開
放
す

る
提
案
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、
祖
父
は
「
お
も
ち
ゃ
」

だ
け
で
な
く
、
自
身
が
永
眠
す

る
霊
園
の
一
角
に
孫
で
あ
る
応

募
者
の
将
来
の
墓
ま
で
用
意
し

て
い
て
、
そ
の
霊
園
自
体
が

「
お
も
ち
ゃ
」
小
屋
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

応
募
者
の
住
む
町
と
隣
の
新
興

住
宅
地
と
の
間
の
霊
園
に
隣
接

し
て
敷
地
を
選
定
し
、
古
い
町

と
新
し
い
町
の
橋
渡
し
を
目
論

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
単
に
機

能
用
途
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠

を
超
え
て
、
建
築
と
そ
れ
を
内

包
す
る
地
域
空
間
に
流
れ
る

「
時
間
」
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン

の
対
象
と
す
る
構
想
力
に
は
脱

帽
し
た
。
ど
こ
ま
で
が
現
実
で
、

ど
こ
か
ら
が
作
り
話
な
の
か
？

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
巧
妙
な
虚

構
性
は
実
際
の
出
来
事
よ
り
も

リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と
を
こ

の
作
品
は
見
事
に
示
し
て
い
る
。

2
等
に
は
3
作
品
を
選
ん
だ
。

ま
ず
、
坂
本
案
で
は
、
街
角
の

細
長
い
敷
地
の
地
下
に
埋
蔵
さ

れ
た
小
劇
場
が
提
案
さ
れ
る
。

演
目
が
な
い
と
き
に
は
舞
台
と

段
状
の
客
席
空
間
が
主
客
一
体

と
な
っ
た
生
活
空
間
と
し
て
現

象
す
る
。
図
面
で
は
賑
や
か
な

演
奏
会
風
景
が
卓
抜
し
た
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
空
間
に
一
人
で
佇
む
光
景

に
も
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

西
川
案
は
既
存
の
ビ
ル
の
屋

上
に
、
段
ボ
ー
ル
・
セ
ル
フ
ビ

ル
ド
の
極
小
の
覆
い
を
散
り
ば

め
た
提
案
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
小
単
位
の
覆
い
の
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
執
拗
に
描
か
れ
た

パ
タ
ー
ン
か
ら
は
、
も
し
か
し

た
ら
段
ボ
ー
ル
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

は
単
な
る
コ
ン
ペ
案
作
成
上
の

手
段
で
あ
っ
て
、
家
と
は
身
の

丈
サ
イ
ズ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る

部
分
空
間
の
集
積
で
あ
る
べ
き

だ
と
い
う
、
現
代
の
住
宅
状
況

に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
さ
え
漂

わ
せ
て
い
る
。

星
野
案
は
、
建
築
の
楽
し
さ

を
空
間
化
す
る
迫
力
に
お
い
て

群
を
抜
い
た
。
空
白
恐
怖
症
か

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
隅
々
ま
で

徹
底
的
に
楽
し
さ
の
デ
ザ
イ
ン

で
埋
め
尽
く
す
こ
の
楽
天
性
を

今
回
の
課
題
で
評
価
す
る
べ
き

か
否
か
、
出
題
者
側
が
試
さ
れ

た
感
が
あ
る
。
こ
の
種
の
オ
プ

テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
現
代
の
住
宅
デ

ザ
イ
ン
と
直
截
的
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
と
は
思
え
な
い
が
、
そ
の

あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
明
る
さ

の
先
に
は
次
な
る
時
代
を
切
り

開
く
種
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
わ
せ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
単
な
る
製

図
能
力
だ
け
で
な
く
、
建
築
を

思
考
対
象
と
す
る
若
い
才
能
と

の
出
会
い
は
望
外
の
喜
び
で
あ

る
。

（2） 平成16年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第130号

第18回
建築コンペ

建築を思考対象とする若い才能

応募313点「町中に建つセカンドハウス」

今
回
、
私
は
初
め
て
建
築
設

計
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
、
建
築

に
対
す
る
考
え
方
が
1
8
0
度

変
わ
り
ま
し
た
。
建
築
と
は
雑

学
で
あ
る
と
深
く
感
じ
た
の
で

す
。
人
が
ど
ん
な
建
築
を
必
要

と
し
て
い
る
の
か
、
建
築
物
に

必
要
な
も
の
は
何
か
、
色
々
な

知
識
が
重
な
り
合
っ
て
ひ
と
つ

の
建
築
物
に
な
る
、
そ
う
い
っ

た
感
動
を
今
回
の
コ
ン
ペ
で
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
兄
が
2
0
0
2
年
の
建

築
コ
ン
ペ
で
3
等
を
頂
き
ま
し

た
。
ず
っ
と
兄
の
足
跡
を
辿
っ

て
き
た
私
は
、
今
回
の
賞
を
頂

い
て
、
兄
に
一
歩
近
づ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

が
賞
を
頂
け
た
の
は
、
家
族
や

友
達
、
先
輩
、
周
り
の
人
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
協
力

し
て
く
れ
た
み
ん
な
で
と
っ
た

1
等
で
す
。
こ
の
コ
ン
ペ
で
、

私
は
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
成

長
し
た
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1等　早川智章さん　受賞作品

出題者の予想を大きく超えた

早川さんの構想力

奥山信一（建築家）
1961年・東京都生まれ。86年・東京工業
大学工学部建築学科卒業。89年・DESK5
設計を共同設立。92年・東京工業大学大
学院博士課程修了。95年・東京工業大学
助教授〈主な作品〉石神井公園の住宅（94
年）。南飛騨・健康学習センター（03年）。
日光霧降・マーブルハウス（04年）等。

講
評



り
で
開
催
す
る
。
今
回
は
、
埼

玉
県
お
よ
び
大
学
の
地
元
で
あ

る
宮
代
町
の
後
援
を
頂
い
た
。

併
せ
て
本
学
産
学
リ
エ
ゾ
ン
セ

ン
タ
ー
と
の
共
同
で
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
も
開
催
。
会
場
は
学
友

会
館
お
よ
び
3
号
館
（
4
講
演

室
）
と
し
た
。
講
演
件
数
は
1

6
3
件
で
内
訳
は
埼
玉
53
％
、

栃
木
15
％
、
群
馬
8
％
、
東
京

20
％
、
神
奈
川
他
4
％
で
あ
る
。

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
に
は
24

企
業
／
団
体
の
出
展
を
頂
い
た
。

参
加
者
は
3
5
9
名
（
一
般
1
2

5
名
、
学
生
2
3
4
名
）
で
あ
る
。

特
定
研
究
分
野
の
発
表
に
は

学
生
賞
を
設
け
、
10
名
の
学
生

に
賞
を
与
え
た
。
本
学
か
ら
は
、

岡
本
宇
正
君
、
宮
本
祐
也
君

（
共
に
機
械
工
学
科
長
坂
研
究

室
）
お
よ
び
篠
田
祐
馬
君
（
機

械
工
学
科
梅
崎
研
究
室
）
の
3

名
が
受
賞
。
他
の
受
賞
者
は
宇

都
宮
大
学
2
名
、
東
京
電
機
大

学
2
名
等
で
あ
る
。

初
日
の
講
演
会
終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
、
2
0

0
名
以
上
が
参
加
、
盛
会
で
あ

っ
た
。
日
本
機
械
学
会
鈴
木
浩

平
関
東
支
部
長
（
都
立
大
学
工

学
部
長
）
の
来
賓
挨
拶
、
本
学

大
川
陽
康
理
事
長
、
柳
澤
章
学

長
等
の
挨
拶
の
後
、
参
加
者
一

同
親
し
く
懇
談
し
た
。

（
実
行
委
員
長
・
機
械
工
学
科

教
授
　
玉
木
　
保
）

一
・
は
じ
め
に

一
般
に
は
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
化
の
加
速
に
よ

り
学
生
数
が
減
少
す
る
一
方
で
、

規
制
緩
和
に
よ
り
大
学
設
置
数

の
増
加
、
加
え
て
国
立
大
学
の

独
立
法
人
化
に
よ
る
私
学
と
の

競
合
激
化
な
ど
、
大
変
厳
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下

を
生
き
残
る
た
め
に
は
、
大
学

と
し
て
更
な
る
教
育
の
質
の
向

上
と
、
財
務
体
質
の
強
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本

学
は
既
に
「
自
己
点
検
・
自
己

評
価
」
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、

（
財
）
大
学
基
準
協
会
か
ら
の
第

三
者
評
価
を
受
け
て
お
り
、
そ

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
秋
季

大
会
が
10
月
24
日
（
日
）
か
ら

27
日
（
水
）
迄
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
先
立
つ
大
会
旗
・
炬
火

リ
レ
ー
が
、
18
日
（
月
）
本
学

で
中
継
さ
れ
た
。

本
学
で
は
、
こ
の
国
体
に
協

力
し
、
10
月
21
日
（
木
）
か
ら

28
日
（
木
）
、
学
友
会
館
で
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
役
員
の
宿
泊
を

引
き
受
け
た
。

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体

炬
火
リ
レ
ー
本
学
で
中
継

こ
で
の
課
題
に
対
し
て
継
続
し

て
改
善
・
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

第
三
七
期
決
算
・
第
三
八
期

予
算
が
公
認
会
計
士
及
び
法
人

監
事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
平
成
十
五
年
度

決
算
と
平
成
十
六
年
度
予
算
の

財
務
諸
表
を
公
表
し
、
卒
業
生
、

御
父
母
の
皆
様
を
始
め
と
す
る

本
大
学
を
ご
支
援
下
さ
る
関
係

各
位
の
ご
理
解
を
賜
り
、
連
携

を
深
め
、
今
後
の
厳
し
い
課
題

を
背
負
う
時
代
に
立
ち
向
か
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

二
・
平
成
十
五
年
度

決
算
に
つ
い
て

学
校
法
人
の
主
た
る
財
務
諸

表
に
は
、
全
て
の
資
金
の
流
れ

と
そ
の
顛
末
を
示
す
「
資
金
収

支
計
算
書
」
と
、
各
年
度
に
お

け
る
収
支
の
均
衡
状
況
や
財
政

の
健
全
さ
を
見
る
上
で
の
指
標

と
な
る
「
消
費
収
支
計
算
書
」
、

決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状
態

を
明
ら
か
に
し
た
「
貸
借
対
照

表
」
の
三
表
が
あ
り
ま
す
。
大

学
部
門
の
決
算
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
1
か

ら
別
表
3
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
別
表
5
に
「
消
費

収
支
計
算
書
主
要
項
目
分
析
表
」

を
添
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
併

せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

主
た
る
収
入
源
で
あ
る
学
生

納
付
金
は
、
安
定
し
た
学
生
数

の
確
保
が
で
き
前
年
度
対
比
微

増
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
金
は

産
学
連
携
の
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン

キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
、
順
調
に

採
択
さ
れ
増
加
し
ま
し
た
。
資

産
運
用
は
、
ペ
イ
オ
フ
対
策
と

し
て
国
債
運
用
等
の
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
構
築
し
ま
し
た
。
雑

収
入
の
減
少
は
前
年
対
比
し
て

退
職
者
が
少
な
く
退
職
金
財
団

交
付
金
が
減
少
し
た
た
め
で
あ

り
ま
す
。
帰
属
収
入
合
計
は
昨

年
度
を
〇
・
六
億
円
超
え
る
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

支
出
の
部
で
は
、
人
件
費
は

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
賃
下
げ

等
に
よ
り
二
・
一
億
円
の
減
少
。

人
件
費
依
存
率
（
学
生
納
付
金

収
入
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
）

は
四
二
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
費
は
教
育
予
算
配
分

の
充
実
、
補
助
金
等
外
部
資
金

の
積
極
的
導
入
に
注
力
し
た
こ

と
に
よ
り
四
・
二
億
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
研
究
の

充
実
を
表
す
帰
属
収
入
に
占
め

る
教
育
研
究
費
の
割
合
は
三

七
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
支
出
と
し
て
、
平
成
十
七

年
度
開
設
予
定
の
専
門
職
大
学

院
創
設
資
金
と
し
て
七
・
〇
億

円
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。

三
・
平
成
十
六
年
度

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

平
成
十
六
年
度
の
予
算
は
別

表
4
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

収
入
の
中
心
で
あ
る
学
生
納
付

金
収
入
は
当
年
も
学
費
据
置
を

前
提
と
し
た
予
算
と
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
補
助
金
収
入
は
前

年
度
同
様
に
特
別
補
助
に
力
を

入
れ
増
加
予
算
と
い
た
し
ま
し

た
。支

出
の
部
で
は
、
人
件
費
は

人
事
院
勧
告
な
ら
び
に
退
職
者

数
を
勘
案
し
微
増
の
予
算
。
教

育
研
究
経
費
及
び
管
理
経
費
は
、

経
費
積
算
の
見
直
強
化
に
よ
り

低
学
年
教
育
特
別
予
算
枠
を
新

設
す
る
な
ど
、
教
育
研
究
費
の

一
層
の
充
実
を
図
る
予
算
配
分

を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資

産
運
用
支
出
で
は
、
百
周
年
事

業
に
向
け
た
第
2
号
基
本
金
を

新
設
し
ま
し
た
。

四
・
む
す
び

平
成
十
七
年
四
月
施
行
の
改

正
私
立
学
校
法
に
よ
り
、
一
層

の
管
理
運
営
強
化
が
私
学
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
費
、
補
助
金
、
寄
付
金
と
い

う
公
共
性
の
強
い
資
金
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
る
私
学
は
、
そ

の
管
理
運
営
の
透
明
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

我
々
は
限
ら
れ
た
収
入
構
造
の

中
、
教
育
研
究
政
策
、
人
件
費

政
策
、
施
設
設
備
更
新
計
画
等

の
支
出
面
を
中
心
と
し
た
中
長

期
計
画
の
具
現
化
に
努
め
、
経

営
安
定
を
目
指
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
本
学
の
教
育
事
業
運

営
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
財
務
部
）

（3） 平成16年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第130号

機械学会と
ビジネス交流会共同開催第6回

機
械
学
会
が
ら
み
と
言
う
こ

と
も
あ
り
、
今
年
は
、
機
械
金

属
系
の
出
展
が
目
立
っ
た
。
実

際
に
型
の
製
作
機
械
を
も
ち
こ

ん
だ
企
業
も
あ
る
。
つ
い
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
ソ
フ
ト
、
計

測
ソ
フ
ト
の
デ
モ
展
示
が
多
く
、

先
日
の
原
発
事
故
の
解
析
や
事

故
防
止
教
育
に
す
ぐ
使
え
そ
う

な
ソ
フ
ト
も
あ
っ
た
。
も
う
一

つ
の
特
徴
は
、
環
境
対
策
関
連

第
6
回
日
本
工
業
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が
、
9
月
10
日
（
金
）
・
11
日
（
土
）
の
両

日
、
本
学
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
友
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
日
本
工
業
大
学
と
日

本
機
械
学
会
関
東
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
講
演
会
と
の
共
同
開
催
で
あ
る
。
出
展
企
業
は
24
社

と
例
年
に
比
べ
て
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、
学
会
関
係
の
入
場
者
が
多
数
つ
め
か
け
た
。

企
業
の
展
示
が
目
立
っ
た
こ
と

だ
。
湖
沼
や
川
に
発
生
し
た
ヘ

ド
ロ
や
ア
オ
コ
退
治
に
有
効
な

製
品
展
示
も
あ
っ
た
。

今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の

開
催
に
当
っ
て
は
、
本
学
機
械

工
学
科
教
員
の
大
き
な
尽
力
が

あ
っ
た
。
展
示
し
た
企
業
の
技

術
や
製
品
は
、
機
械
工
学
科
を

は
じ
め
と
す
る
日
工
大
の
研
究

陣
と
の
強
力
な
産
学
連
携
の
結

果
で
も
あ
る
。
日
工
大
発
の
テ

ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
展
示
で
あ

り
、
極
め
て
意
義
深
い
交
流
会

で
あ
っ
た
。

当
日
は
ミ
ニ
S
L
大
会
が
あ
り
、

そ
の
関
係
で
本
学
付
属
中
学
生
の

多
数
が
来
場
し
見
学
し
た
。
こ
れ

も
将
来
を
考
え
る
と
極
め
て
大
き

な
意
味
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
産
学
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
長
・

教
授
　
増
田
　
伸
爾
）

9月11日（土）、12日（日）の両日、本学キャンパ
ス内で、5インチゲージ・ミニトレイン・フェスティ
バルが開かれた。
本学と付属東京工業高等学校との共催で、参加

車両はSL36台、電気機関車等45台。外国からは台
湾の阿里山鉄道の林氏、遠方からは山口県下関工
業高校の山本氏などが参加。自慢の車両運転を楽
しんだ。
（写真および情報提供は、日本工業大学付属東京
工業高等学校）

自慢の車両運転を楽しむ
第3回5インチゲージ

ミニトレイン・フェスティバル

日本工業大学の
財政状況について

第37期決算・第38期予算

●上：ビジネス交流会　下左：機械学会講演会での発表　下右：学生賞授与風景

●ミニトレインフェスティバルでは、観客も乗車を楽しんだ。

●炬火は、本学正面ロータ
リーで12時12分に中継

9
月
10
・
11

日
（
金
・
土
）

日
本
機
械
学
会

関
東
支
部
ブ
ロ

ッ
ク
合
同
講
演

会
―
2
0
0
4

宮
代
―
が
本
学

で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
は
同
学
会

関
東
支
部(

所

属
会
員
数
1
万

6
千
人)
に
所

属
す
る
栃
木
、

群
馬
、
埼
玉
の

3
ブ
ロ
ッ
ク
が

中
心
と
な
り
、

3
県
を
持
ち
回

日
本
機
械
学
会
関
東
支
部

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
講
演
会

科目 H15年度 H14年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 7,120,898 7,040,979 79,919
手 数 料 収 入 79,410 74,589 4,821
寄 付 金 収 入 133,166 135,687 △ 2,521
補 助 金 収 入 782,431 726,695 55,736
資 産 運 用 収 入 13,564 10,981 2,583
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 　 業 　 収 　 入 63,067 59,868 3,199
雑 　 収 　 入 99,459 176,242 △ 76,783
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 3,094,178 3,103,933 △ 9,755
そ の 他 の 収 入 702,376 621,909 80,467
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,397,504 △ 3,372,861 △ 24,643
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,039,607 5,176,691 862,916
収 入 の 部 合 計 14,730,652 13,754,713 975,939

（別表１）資金収支計算書 単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 3,073,014 3,237,792 △ 164,778
教 育 研 究 費 支 出 1,628,806 1,582,276 46,530
管 理 経 費 支 出 365,360 345,165 20,195
借 入 金 等 利 息 支 出 151,584 167,252 △ 15,668
借 入 金 等 返 済 支 出 366,080 369,410 △ 3,330
施 設 関 係 支 出 295,718 251,637 44,081
設 備 関 係 支 出 579,534 642,557 △ 63,023
資 産 運 用 支 出 1,740,584 474,100 1,266,484
そ の 他 の 支 出 1,429,323 727,593 701,730
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 94,570 △ 82,677 △ 11,893
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,195,219 6,039,608 △ 844,389
支 出 の 部 合 計 14,730,652 13,754,713 975,939

科目 H15年度 H14年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 7,120,898 7,040,979 79,919
手 　 数 　 料 79,410 74,589 4,821
寄 　 付 　 金 142,742 142,185 557
補 　 助 　 金 782,431 726,695 55,736
資 産 運 用 収 入 10,196 10,836 △ 640
事 　 業 　 収 　 入 63,066 59,868 3,198
雑 　 収 　 入 100,021 176,659 △ 76,638
帰 属 収 入 合 計 8,298,764 8,231,811 66,953
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 660,882 △ 645,687 △ 15,195
消 費 収 入 の 部 合 計 7,637,882 7,586,124 51,758

（別表２）消費収支計算書 単位：千円

科目 H16年度 H15年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,810,515 6,745,277 65,238
手 数 料 収 入 66,810 62,678 4,132
寄 付 金 収 入 103,400 83,800 19,600
補 助 金 収 入 836,458 649,190 187,268
資 産 運 用 収 入 7,000 7,800 △ 800
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 　 業 　 収 　 入 45,558 53,788 △ 8,230
雑 　 収 　 入 103,319 11,610 91,709
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,778,285 2,787,024 △ 8,739
そ の 他 の 収 入 1,497,246 545,474 951,772
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,094,178 △ 3,103,932 9,754
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,195,219 6,039,608 △ 844,389
収 入 の 部 合 計 14,349,632 13,882,317 467,315

（別表４）資金収支予算書 単位：千円

単位：千円

科目 H16年度 H15年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,112,400 3,076,252 36,148
教 育 研 究 費 支 出 2,011,784 1,936,365 75,419
管 理 経 費 支 出 413,058 418,715 △ 5,657
借 入 金 等 利 息 支 出 143,950 151,585 △ 7,635
借 入 金 等 返 済 支 出 362,210 366,080 △ 3,870
施 設 関 係 支 出 535,000 192,000 343,000
設 備 関 係 支 出 667,001 794,987 △ 127,986
資 産 運 用 支 出 1,888,904 1,534,804 354,100
そ の 他 の 支 出 1,167,334 1,263,806 △ 96,472
〔 予 　 備 　 費 　 〕 72,000 72,000 0

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 19,028 △ 23,592 4,564
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,995,019 4,099,315 △ 104,296
支 出 の 部 合 計 14,349,632 13,882,317 467,315

主要項目の分析比率（％） H15年度 H14年度 増減
補 助 金 ／ 帰 属 収 入 9.43 8.83 0.60
人 件 費 ／ 帰 属 収 入 36.45 39.36 △ 2.91
教育研究経費／帰属収入 37.35 32.52 4.83
管 理 経 費 ／ 帰 属 収 入 4.98 4.62 0.36
借入金等利息／帰属収入 1.83 2.03 △ 0.20
人 件 費 ／ 学 生 納 付 金 42.48 46.02 △ 3.54

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表

資産の部
科目 H15年度 H14年度 増減

固定資産 30,815,720 30,143,715 672,005
有形固定資産 22,344,382 23,078,364 △ 733,982
その他の固定資産 8,471,338 7,065,351 1,405,987

流動資産 5,546,960 6,436,378 △ 889,418

合 計 36,362,680 36,580,093 △ 217,413

（別表３）貸借対照表 単位：千円

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H15年度 H14年度 増減

負債の部 8,445,973 8,884,597 △ 438,624
固定負債 4,765,339 5,175,804 △ 410,465
流動負債 3,680,634 3,708,793 △ 28,159

基本金の部 35,137,770 34,476,888 660,882
翌年度繰越消費収支差額 △ 7,221,063 △ 6,781,392 △ 439,671

合 計 36,362,680 36,580,093 △ 217,413

消費支出の部
人 　 件 　 費 3,024,758 3,240,062 △ 215,304
教 育 研 究 経 費 3,099,915 2,677,336 422,579
管 　 理 　 経 　 費 413,138 380,247 32,891
借 入 金 等 利 息 151,584 167,251 △ 15,667
資 産 処 分 差 額 102,518 147,982 △ 45,464
そ の 他 の 支 出 1,285,640 580,121 705,519
消 費 支 出 の 部 合 計 8,077,553 7,192,999 884,554
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 △ 439,671 393,125 △ 832,796
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 6,781,392 △ 7,174,517 393,125
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 7,221,063 △ 6,781,392 △ 439,671



平
成
16
年
度
の
英
会
話
カ
ナ

ダ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
8
月
22
日

か
ら
9
月
14
日
ま
で
行
わ
れ
、

学
生
19
名
が
参
加
し
た
。
カ
ナ

ダ
の
一
般
家
庭
に
3
週
間
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
U
B
C

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
）
で
英
会
話
を
学
び
、

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。

研
修
4
日
目
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
、
U
B

C
共
催
で
本
学

一
行
の
歓
迎
会

が
行
わ
れ
た
。

当
初
学
生
達
は

皆
戸
惑
っ
て
い

る
様
子
だ
っ
た

が
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
、
あ

る
学
生
は
辞
書

を
片
手
に
、
ま

た
あ
る
学
生
は

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
な
が
ら

会
話
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
光
景
に
、
引
率
の
市
川
泰

弘
助
教
授
や
U
B
C
の
ヘ
ッ
ド

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
も
、
驚
い
て
い

た
。
普
段
、
話
す
事
を
特
に
意

識
し
て
い
な
い
学
生
達
が
、
自

分
の
意
思
を
ど
う
に
か
し
て
伝

え
よ
う
と
試
み
た
瞬
間
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
を
離
れ
る

朝
。
学
生
達
の
多
く
は
、
目
を

赤
く
腫
ら
し
て
い
た
。
生
活
を

共
に
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
別
れ
に
、
涙
が
抑
え
ら
れ

な
か
っ
た
そ
う
だ
。

カ
ナ
ダ
滞
在
中
に
、
学
生
達

は
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
語

学
力
と
と
も
に
、
様
々
な
角
度

か
ら
物
事
を
見
る
大
き
な
視
野

と
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
勇
気

を
身
に
つ
け
た
に
違
い
な
い
。

（
総
務
課
　
川
島
信
也
）

◆

建
築
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

3
年
　
田
中
　
実

【
論
文
題
目
】
杭
の
鉛
直
急
速
載

荷
時
に
お
け
る
地
盤
抵
抗
に
関

す
る
基
礎
的
研
究
【
経
歴
】
昭

和
35
年
8
月
生
。
昭
和
60
年
3

月
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修

士
課
程
建
築
学
専
攻
修
了
。
平

成
8
年
4
月
同
研
究
科
同
専
攻

博
士
後
期
課
程
入
学
。
平
成
11

年
3
月
同
研
究
科
同
専
攻
単
位

取
得
満
期
退
学
。
平
成
16
年
4

月
同
研
究
科
同
専
攻
再
入
学

（
指
導
教
授
・
桑
原
文
夫
）。

【
任
用
】（
10
月
1
日
付
）

◆
小
川
万
希
子(

学
生
部
学
生
課)

【
任
命
】（
10
月
1
日
付
）

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
梅
崎
栄
作

教
授
（
再
任
）
◆
シ
ス
テ
ム
工
学
科

主
任
　
三
宅
正
二
郎
教
授
（
新
任
）

◆
情
報
工
学
科
主
任
　
樺
澤
康
夫
教

授
（
再
任
）
◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事

森
田
登
教
授
（
再
任
）
◆
建
築
学
専

攻
幹
事
　
白
石
一
郎
教
授
（
再
任
）

◆
産
学
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
長

増

田
伸
爾
教
授
（
再
任
）

【
昇
任
】（
10
月
1
日
付
）
◆
北
久
保
茂

講
師
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）→

助
教
授

に
昇
任
◆
青
柳
稔
実
験
講
師
（
電
気

電
子
工
学
科
）→

講
師
に
昇
任

【
退
職
】（
9
月
30
日
付
）

◆
吉
川
悦
子
事
務
職
員
（
学
生
部
学

生
課
）

◆
鈴
木
敏
正
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
7
／

18
〜
29
）
／
目
的
＝Int.W

orkshop
on

N
itride

Sem
iconductors

(IW
N2004)

に
お
け
る
研
究
発
表
お

よ
び
研
究
打
ち
合
わ
せ
◆
宮
澤
肇
教

授
（
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
7
／
27
〜
8
／
6
）
／

目
的
＝LCC

視
察
お
よ
び
学
生
と
の

面
談
◆
脇
本
隆
之
講
師
（
超
高
圧
放

電
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
（
7
／
27
〜
8
／
5
）
／
目
的
＝
新

発
電
シ
ス
テ
ム
適
合
性
評
価
検
討
・

構
成
技
術
に
関
す
る
海
外
調
査
◆
田

中
隆
治
助
教
授
（
工
業
教
育
研
究

所
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ

（
7
／
30
〜
8
／
29
）
／
目
的
＝
交
換

留
学
生
の
実
態
調
査
、
他
◆
船
橋
昭

一
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
8
／
1
〜
7
）
／
目
的
＝
「Global

Analysis
on

Real
and

Com
plex

M
anifolds

」
へ
の
参
加
と
論
文
発
表

◆
鈴
木
一
良
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張

先
＝
ア
メ
リ
カ
（
8
／
1
〜
12
）
／
目

的
＝A

m
erican

A
ssociation

of
Physics

Teachers

の
学
会
発
表
他

◆
桑
原
文
夫
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／
3
〜
10
）
／
目

的
＝
第
13
回
世
界
地
震
工
学
会
議
◆

竹
内
淳
彦
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張

先
＝
イ
ギ
リ
ス
（
8
／
7
〜
19
）
／
目

的
＝
国
際
地
理
学
会
（IGU

）
に
お
け

る
発
表
・
座
長
、
お
よ
び
常
任
理
事

会
出
席
◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
8
／
14
〜

18
）
／
目
的
＝
提
携
校
中
国
技
術
学
院

に
お
け
る
研
究
協
力
打
ち
合
わ
せ
と

文
化
財
修
復
技
術
指
導
◆
脇
本
隆
之

講
師
（
超
高
圧
放
電
研
究
セ
ン
タ

ー
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
8
／
16
〜

20
）
／
目
的
＝
新
発
電
シ
ス
テ
ム
適
合

性
評
価
検
討
・
構
成
技
術
に
関
す
る

海
外
調
査
◆
金
行
壮
二
教
授
（
共
通

系
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
8
／
21
〜

30
）
／
目
的
＝
多
変
数
複
素
函
数
論
2

0
0
4
年
北
京
国
際
会
議
で
招
待
講

演
、
及
びW

.Yin

教
授
と
研
究
交
流

◆
鈴
木
敏
正
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス
（
8
／
21

〜
31
）
／
目
的
＝13th

International
Conference

on
M

olecular
Beam

Exitaxy
(M

BE2004)

に
お
け
る
研

究
発
表
◆
成
田
健
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／
22
〜

28
）
／
目
的
＝
第
5
回
都
市
環
境
に
関

す
る
国
際
会
議
◆
磯
野
春
雄
教
授

（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
8
／
22
〜
29
）
／
目
的
＝A

sia
Display'04/IM

ID'04

研
究
発
表
◆
市

川
泰
弘
助
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張

本
学
学
友
会
館
で
10
月
8
日

（
金
）
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主

催
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

昨
年
に
引
続
き
、
N
H
K
交
響

楽
団
・
弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
。

曲
目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
死

と
乙
女
」
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

「
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」
他
。

秋
の
一
夕
、
心
豊
か
な
時
を
過

ご
し
た
。

ま
た
、
10
月
31
日
（
日
）
に

は
、
吹
奏
楽
団
が
春
日
部
市
民

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル
で
第
21

回
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
「
旅
に

で
か
け
よ
う
♪
♪
」
を
テ
ー
マ

に
「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
」
、
「
ガ

リ
バ
ー
旅
行
記
」
、
交
響
組
曲

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
な
ど
多

彩
な
選
曲
で
、
古
今
東
西
を
巡

る
旅
を
満
喫
さ
せ
た
。

先
＝
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
8
／
22
〜

9
／
14
）
／
目
的
＝
英
会
話
カ
ナ
ダ
特

別
セ
ミ
ナ
ー
引
率
◆
川
島
信
也
事
務

職
員
（
総
務
部
総
務
課
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
8
／
22
〜
9
／

14
）
／
目
的
＝
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別
セ

ミ
ナ
ー
引
率
◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
8
／
23
〜
31
）
／
目
的
＝
チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
と
の
研
究
打
ち
合
わ
せ

◆
横
谷
真
一
郎
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
8
／
25
〜
9
／
4
）
／
目
的
＝
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科
大
学
お
よ
び
主

要
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
の
講
演
◆
増
本

憲
泰
講
師
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
韓
国
（
8
／
26
〜
29
）
／
目
的
＝

国
際
会
議
（InternationalConference

on
M

ind
body

Science

）
に
て
研

究
発
表
◆
梅
崎
栄
作
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
8
／

28
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝
第
12
回
実

験
力
学
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
け

る
論
文
発
表
◆
兼
子
正
生
助
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
8
／
28
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝

Polym
erProcessing

Society(PPS)
Asia/Australia

M
eeting

に
て
研
究

発
表
◆
村
田
泰
彦
助
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
8
／
29
〜

9
／
12
）
／
目
的
＝
国
際
高
分
子
学
会

（PPS

）
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
会
で
研
究
発
表
◆
江
藤
香
助
手

（
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
8
／
29
〜
9
／

5
）
／

目

的

＝

国

際

会

議

ICALT2004

に
て
論
文
発
表
◆
松
田

洋
助
手
（
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
）
／
出

張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
8
／
29
〜

9
／
5
）
／
目
的
＝

国
際
会
議

ICALT2004

に
て
論
文
発
表
◆
山
岸

嵩
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
8
／
30
〜
9
／
7
）
／
目
的
＝
留
学

生
別
科
生
募
集
◆
加
藤
実
主
事
（
留

学
生
別
科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
8
／

30
〜
9
／
7
）
／
目
的
＝
留
学
生
別
科

生
募
集
◆
廣
澤
史
彦
講
師
（
共
通

系
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
9
／
4

〜
20
）
／
目
的
＝
研
究
集
会
（"Spaces

of
Ultradiffrentiable

Functions
and

Applications"

，

"PhaseSpace
Analysis

and
related

topics"

）
で

の
講
演
お
よ
び
共
同
研
究
者
と
の
研

究
打
合
せ
と
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
表
◆

宮
澤
肇
教
授
（
機
械
工
作
セ
ン
タ

ー
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
9
／
7

〜
12
）
／

目

的

＝
「IM

T
S

(
InternationalM

achineToolShow
)

」

に
て
資
料
収
集
◆
伊
藤
庸
一
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
9
／
10
〜
19
）
／
目
的
＝
中
国
・
三

江
　
ト
ン
族
の
建
築
調
査
◆
波
多
野

純
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
9
／
10
〜
18
）
／
目
的
＝
カ
ナ

ダ
研
修
所
で
の
茶
室
建
設
◆
黒
津
高

行
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
9
／
10
〜
24
）
／
目
的
＝
カ
ナ

ダ
研
修
所
で
の
茶
室
建
設
◆
宮
国
勉

実
験
講
師
（
建
築
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
10
〜

22
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の
茶

室
建
設
◆
三
宅
正
二
郎
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
9
／
12
〜
19
）
／
目
的
＝
2
0
0
4

AIM
ETA

InternationalTribology
Conference

に
て
講
演
◆
星
野
坦
之
教

授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

中
国
（
9
／
13
〜
19
）
／
目
的
＝
第
5

回
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
科
学
と
ハ
ー
ド
コ

ピ
ー
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表
◆
北

久
保
茂
講
師
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
9
／
13
〜
20
）
／
目

的

＝

The
5th

International
Conference

on
Im

aging
Science

and
Hardcopy

で
の
論
文
発
表
◆
金

行
壮
二
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
9
／
14
〜
10
／
1
）
／
目

的
＝
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
立
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
に
て
リ
ー
群
論

セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
及
び
研
究
連
絡
◆

脇
本
隆
之
講
師
（
超
高
圧
放
電
研
究

セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
（
9
／
19
〜
10
／
2
）
／
目

的
＝
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
標
準
の
国
際

比
較
試
験
実
施
◆
清
水
博
幸
助
手

（
超
高
圧
放
電
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出

張
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
9
／
19

〜
10
／
2
）
／
目
的
＝
イ
ン
パ
ル
ス

電
圧
標
準
の
国
際
比
較
試
験
実
施
◆

神
林
靖
講
師
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
9
／
21

〜
26
）
／
目
的
＝8th

International
Conference

on
Knowledge-Based

Intelligent
inform

ation
and

Engineering
System

s

で
の
論
文

発
表
◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
9
／
22
〜

28
）
／
目
的
＝
中
国
・
青
島

歴
史
街

区
建
築
調
査
◆
小
倉
勝
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
9
／
23
〜
10
／
3
）
／
目
的
＝

SET
C2004

で
の
研
究
発
表
◆
森
宮

脩
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
9
／
25
〜
10
／

2
）
／
目
的
＝
、XXIstInternational

Sym
posium

on
Discharges

and
Electrical

Insulation
in

Vacuum

で
の
研
究
発
表
◆
渡
辺
康
夫
教
授

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド

イ
ツ
（
9
／
25
〜
10
／
3
）
／
目
的
＝

赤
外
線
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
国
際
会
議
に

お
け
る
論
文
発
表
お
よ
び
技
術
資
料

収
集
◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
9
／
26
〜

30
）
／
目
的
＝
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工

科
大
学
と
の
共
同
研
究
打
ち
合
わ
せ

◆
増
田
伸
爾
教
授
（
産
学
リ
エ
ゾ
ン

セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス

（
10
／
1
〜
8
）
／
目
的
＝
フ
ラ
ン

ス
・
テ
ク
ノ
ポ
ー
ル
視
察
◆
中
村
俊

一
郎
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
韓
国
（
10
／
4
〜
6
）
／
目

的
＝Asia

Sim

2
0
0
4
に
て
論
文

発
表
◆
神
力
正
宣
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
10
／
10

去
る
7
月
27
日
、
華
中
科
技

大
学
の
丁
漢
初
副
学
長
ほ
か
2

名
の
教
授
が
本
学
を
訪
問
し
た
。

華
中
科
技
大
学
で
は
「
中
国
国

家
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
研
究
項
目
を
策
定

し
、
中
で
も
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
研
究
に
つ
い
て

推
進
す
る
運
び
と
な
り
、
今
後

の
研
究
計
画
等
に
関
し
て
、
本

学
首
脳
陣
と
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

ま
た
9
月
16
日
に
は
、
イ
リ

ノ
イ
大
学
シ
カ
ゴ
校
の
ウ
ル
フ

ガ
ン
グ
・
ボ
ー
ナ
ー
名
誉
教
授

が
来
学
。
ボ
ー
ナ
ー
教
授
は
、

本
学
園
創
立
90
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
技
術
教

育
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
パ
ネ

ラ
ー
を
務
め
た

ほ
か
、
本
学
と

同
大
学
と
の
学

術
協
定
締
結
に

尽
力
さ
れ
、
現

在
は
同
大
学
の

通
信
研
究
所
所
長
。

当
日
は
柳
澤
学
長
と
学
術
交

流
に
つ
い
て
、
ま
た
、
親
交
の

深
い
渡
辺
康
夫
・
電
気
電
子
工

学
科
教
授
と
通
信
技
術
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

（4） 平成16年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第130号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

英
会
話
を
学
び
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る

学
生
を
成
長
さ
せ
た
カ
ナ
ダ
研
修

11/20（土）
スターリングテクノラリー開催

本学を会場に11月20日（土）、第8回
スターリングテクノラリーが開催され
る。同ラリーは、自作のスターリング
エンジンを搭載した車両で、スピード
とアイデアを競うもので、今年は全国
から200チーム程が参加する予定。主
催はスターリングテクノラリー技術会、
（社）日本工学教育協会（大学・高専）、
（社）全国工業高等学校長協会で、本学
も協賛。
競技は①人間乗車、②ノーマル、③

ミニの3クラスで競われる。付属東京工
業高校からもノーマルで11台がエント
リーしている。

今
春
、
二
本
松

工
業
高
等
学
校
工

業
デ
ザ
イ
ン
科
へ

転
勤
し
、
教
員
生

活
30
年
目
に
し
て

初
め
て
建
築
か
ら

新
し
い
分
野
へ
出

発
し
ま
し
た
。
幸
い
同
科
に

は
、
日
工
大
の
後
輩
の
渡
辺

元
一
郎
先
生
（
機
械
工
学
科

平
成
3
年
度
卒
）
と
大
竹
真

樹
先
生
（
建
築
学
科
平
成
9

年
度
卒
）
が
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

心
強
く
思
っ
て
い
る
次
第
で

す
。デ

ザ
イ
ン
は
、
本
当
は
私

が
一
番
や
り
た
か
っ
た
分
野

の
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
時
代
は
、
建
築
造
形

美
術
（
A
F
A
）
部
に
所
属

し
、
作
品
展
を
開
い
た
り
、

大
学
祭
で
劇
を
演
じ
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
団
体

の
企
画
を
担
当
し
、
第
1
回

の
4
部
展
（
写
真
部
・
美
術

部
・
新
建
築
デ
ザ
イ
ン
部
・

A
F
A
）
を
開
催
、
旧
帝
国

ホ
テ
ル
の
模
型
を
、
仲
間
と

徹
夜
で
制
作
し
た
の
も
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。

昭
和
50
年
、
最
初
の
赴
任

地
は
、
福
島
県
の
勿
来
工
業

高
校
で
し
た
。
こ
こ
は
、
山

も
海
も
美
し
く
、
休
み
に
は

よ
く
ス
ケ
ッ
チ
に
出
か
け
た

も
の
で
す
。
そ
の
後
、
美
術

部
の
顧
問
に
な
っ
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
同
僚
と
公
民
館

の
版
画
教
室
に
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
指
導
を
受
け

た
瀬
谷
良
男
先
生
は
小
学
生

の
創
作
版
画
作
品
を
日
本
一

に
導
い
た
方
で
す
。
そ
の
う

ち
、
市
美
展
・
県
展
や
棟
方

志
功
ら
が
創
設
し
た
日
本
板

画
院
に
も
挑
戦
す
る
よ
う
に

な
り
、
入
選
・
落
選
を
く
り

か
え
し
ま
し
た
。
あ
る
時
、

公
募
団
体
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
日
本
で
は
じ
め
て
の
版

画
の
登
竜
門
と
い
う
紹
介
で

川
上
澄
夫
木
版
画
大
賞
展
を

知
り
ま
し
た
。
審
査
員
は
、

神
奈
川
県
近
代
美
術
館
館
長

酒
井
忠
康
氏
・
美
術
評
論
家

瀬
木
慎
一
氏
・
当
時
国
立
西

洋
美
術
館
館
長
高
階
秀
爾
氏

と
錚
々
た
る
方
達
で
す
。
平

成
9
年
、
2
回
目
の
挑
戦
で
、

作
品
「
天
か
ら
の
誘
い
Ⅱ
」

で
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

以
来
、
い
ろ
い

ろ
な
方
と
の
交

流
が
増
え
、
活

動
の
場
も
得
ら

れ
ま
し
た
。
栃

木
の
下
野
新
聞

社
主
催
に
よ
る

「
21
世
紀
木
版

画
12
人

の

作

家
」
の
一
人
と

し
て
5
年
前
か

ら
作
品
を
制
作

し
、
日
本
板
画
院
で
は
、
昨

年
度
か
ら
3
年
間
の
任
期
で

審
査
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
20
年
間
近
く
版

画
を
制
作
し
て
き
て
気
づ
い

た
こ
と
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
創
作
活
動
と
い
う

も
の
は
実
に
た
わ
い
の
な
い
、

は
か
な
い
行
為
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
そ
れ

ゆ
え
に
貴
重
な
、
そ
し
て
大

切
な
仕
事
で
あ
る
と
思
う
の

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
私
が

美
術
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
が
幸

い
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
し
こ
れ
ら
を
本
格
的

に
学
ん
で
い
た
ら
、
私
の
も

っ
て
い
る
小
さ
な
ポ
リ
シ
ー

を
維
持
す
る
の
は
難
し
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
日
工
大
で
建

築
を
学
び
、
美
術
や
デ
ザ
イ

ン
の
分
野
と
共
通
す
る
点
を

発
見
す
る
楽
し
さ
や
驚
き
の

連
続
が
創
作
活
動
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

版
画
も
デ
ザ
イ
ン
も
、
知

ら
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
正
面

か
ら
堂
々
と
取
り
組
み
、
生

徒
達
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
、

外
連
味
の
な
い
作
品
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

近事片々

●　先輩だより　●

紺野　正博
（福島県立福島工業高等学校出身）

建築学科5期生
福島県立二本松工業高等学校

工業デザイン科教諭

建築から工業デザインへ

ブリティッシュコロンビア大学にて

・人間乗車型のスタート風景（昨年実施の同ラリーから）

中央・紺野先生、左・渡辺先生、右・大竹先生

博
士
号
取
得

人
事
異
動

国
外
出
張
（
7
月
〜
10
月
）

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
吹
奏
楽
団
演
奏
会

中
国
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
学

国
際
交
流

〜
17
）
／
目
的
＝International

Sym
posium
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Inform

ation
Theory

and
its

A
pplications

2
0
0
4(ISIT

A
2004)

に
て
論
文

発
表
◆
高
瀬
浩
史
助
手
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
10
／
10
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／
目
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＝International
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A
pplications

2
0
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に
て
論
文

発
表
◆
中
里
裕
一
助
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
10
／

23
〜
29
）
／
目
的
＝ASPE(Am

erican
SocietyforPrecisionEngineering)
19th

A
nnualM

eeting

で
の
論
文

発
表
◆
加
藤
重
雄
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（

10
／

25
〜

29
）
／

目

的

＝

A
SPE2004

A
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M
eeting

に

て
論
文
発
表
◆
塚
林
功
助
教
授
（
共

通
系
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス
（
10
／

27
〜
11
／
5
）
／
目
的
＝12th

ICPP

（
プ
ラ
ズ
マ
理
工
国
際
会
議
）
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て
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上：華中科技大学　下：ボーナー教授

▼
本
年
は
気
候
が
不

安
定
で
、
健
康
を
保

つ
こ
と
が
難
し
い
。

異
常
に
暑
い
夏
と
残

暑
の
厳
し
さ
。
ま
た
、

重
ね
て
日
本
列
島
を

直
撃
す
る
台
風
の
数

の
多
い
こ
と
。
新
潟

で
は
中
越
を
中
心
に
大
き
な
地

震
も
あ
っ
た
。
全
国
各
地
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
学
生
や
ご
父
母

の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
大
学
で
は
、
9
月
20
日
に
秋

季
の
学
位
記
授
与
式
と
留
学
生

別
科
の
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
、

70
名
ほ
ど
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
1
日
に
は
秋
季
入
学

式
が
行
わ
れ
、
21
名
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
夏
季
休
暇
で

十
分
癒
さ
れ
た
学
生
諸
君
は
、

新
た
な
気
持
ち
で
後
半
戦
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
出
来

事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
後

悔
し
な
い
意
義
あ
る
青
春
の
一

時
期
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
強

く
思
い
ま
す
。

▼
秋
も
盛
り
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
心
身
と
も
緊
張

を
ゆ
る
め
ず
、
じ
っ
く
り
着
実

に
自
ら
を
前
進
さ
せ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。（
F
）

編 集 後 記


